
校
や
高
校
は
見
直
し
さ
れ
て
い
な

い
。
県
で
は
中
２
か
ら
ま
だ
40
人
学

級
。
机
が
大
き
く
な
っ
た
が
教
室
は

広
く
な
る
わ
け
で
な
く
、
教
員
の
机

や
子
ど
も
た
ち
の
カ
バ
ン
を
廊
下
に

置
か
ざ
る
を
得
な
い
学
校
も
あ
る
。

中
２
に
つ
い
て
も
少
人
数
学
級
を
実

施
す
べ
き
だ
。

（
教
育
次
長
）県
で
は
、
独
自
に
中
1

で
30
人
学
級
を
導
入
。
中
学
校
の
全

学
級
数
の
う
ち
、
35
人
を
上
回
る
学

級
数
は
24
・
4
％
。
少
人
数
学
級
の

拡
大
に
は
、
新
た
な
教
室
等
の
整
備

が
必
要
で
国
に
財
政
措
置
を
要
請
し

て
き
た
。
引
き
続
き
、
国
に
教
職
員

定
数
の
確
保
充
実
と
安
定
的
配
分
を

要
請
し
て
い
く
。

三�　

中
小
企
業
に
お
け
る
賃
上
げ
支

援
に
つ
い
て

　

大
分
県
下
の
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
は
、
県
内
企
業
の
99
・
９
％

を
占
め
極
め
て
重
要
な
存
在
だ
が
、

後
継
者
が
い
な
い
た
め
廃
業
す
る
と

こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
人
材
を
雇
用

す
る
た
め
に
は
賃
金
が
大
き
な
比
重

を
占
め
る
。
大
企
業
は
大
幅
賃
上
げ

を
表
明
し
て
い
る
が
、
厳
し
い
環
境

の
中
小
企
業
に
は
賃
上
げ
に
向
け
た

県
か
ら
の
支
援
が
必
要
だ
。

（
商
工
観
光
労
働
部
長
）成
長
と
分
配

の
好
循
環
に
は
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
も
賃
上
げ
に
踏
み
出
せ
る

環
境
整
備
が
不
可
欠
。
先
月
末
に
大

分
県
政
労
使
会
議
を
開
催
。
賃
上
げ

の
必
要
性
を
共
有
し
共
に
取
り
組
む

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
。
県
で
は
、
賃

上
げ
を
行
う
事
業
者
に
補
助
率
を
か

さ
上
げ
す
る「
賃
上
げ
枠
」の
対
象
事

業
を
３
事
業
か
ら
10
事
業
に
拡
大
。

国
の
業
務
改
善
助
成
金
に
県
独
自
で

奨
励
金
の
上
限
額
を
大
幅
に
引
き
上

げ
た
。
さ
ら
に
「
価
格
転
嫁
の
円
滑

化
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
中
小

企
業
が
持
続
的
な
賃
上
げ
に
踏
み
出

せ
る
環
境
整
備
を
進
め
る
。

一般質問

福崎　智幸
（大分市）

■
水
素
の
利
活
用
に
つ
い
て　

■
水
素
の
利
活
用
に
つ
い
て　

    　　

　

知
事
は
、
大
分
市
長
時
代
か
ら
水

素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る

水
素
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
知
事
に
就
任
後
も
水
素
利
活

用
協
議
会
の
立
ち
上
げ
や
水
素
利
活

用
計
画
の
策
定
な
ど
取
り
組
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
水
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
に
あ
た
っ
て
、
Ｃ
Ｏ
２

資
源
化

研
究
所
等
と
の
産
学
官
連
携
や
先
端

技
術
へ
の
挑
戦
を
含
め
、
水
素
の
利

活
用
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

【
知
事
答
弁
】大
分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

脱
炭
素
化
と
持
続
的
発
展
の
両
立

や
、
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
有
効
活
用
の
観
点
等
か
ら
、

水
素
は「
未
来
創
造
」の
大
分
県
づ
く

り
で
重
要
な
鍵
と
な
る
技
術
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
水
素
の
地
活

用
拡
大
に
向
け
て
は
、
コ
ス
ト
低
減

等
の
大
き
な
課
題
が
残
っ
て
お
り
、

大
分
県
も
産
学
官
で
連
携
し
、
水
素

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
向
け

た
挑
戦
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
２
月
に
東
京
大
学
先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
産
業
発
展
や
学

術
振
興
等
に
向
け
た
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
Ｃ
Ｏ
２

資
源
化
研
究
所
等
産
学
官
の
様
々
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
を
検
討
し
な

が
ら
、
水
素
社
会
実
現
に
向
け
た
挑

戦
を
進
め
ま
す
。

■■  

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て

つ
い
て

　

労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
県

の
認
識
及
び
そ
の
防
止
に
向
け
て
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
商
工
観
光
労
働
部
長
答
弁
】顧
客
等

に
よ
る
著
し
い
迷
惑
行
為
、
い
わ
ゆ

る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以

下
、
カ
ス
ハ
ラ
と
略
）は
、
労
働
者
の

就
業
環
境
を
害
す
る
と
と
も
に
、
企

業
の
生
産
性
に
も
悪
影
響
を
与
え
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
と
同
様
に
重

要
な
問
題
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
人

材
不
足
の
中
に
あ
っ
て
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
な
い
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。
大
分

県
で
は
、
冊
子「
ポ
イ
ン
ト
労
働
法
」

や
情
報
誌「
労
働
お
お
い
た
」等
に
よ

り
労
働
者
や
事
業
主
に
カ
ス
ハ
ラ
対

策
の
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
２
月
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策

を
テ
ー
マ
の
労
働
講
座
に
１
０
５
人

の
参
加
、
さ
ら
に
は
、
12
月
開
催
の

カ
ス
ハ
ラ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
企

業
ほ
か
介
護
施
設
や
病
院
関
係
者
等

か
ら
１
６
３
人
が
参
加
す
る
な
ど
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
て
、
カ
ス
ハ
ラ
へ
の
適
切
な
対

応
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

【
要
望
】県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
カ

ス
ハ
ラ
の
記
載
を
充
実
し
て
い
た
だ

く
と
共
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
企
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
徹

底
さ
れ
る
よ
う
、
県
内
企
業
に
対
す

る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
さ
ら
に

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

■■  

改
正
地
域
交
通
法
へ
の
対
応
に

改
正
地
域
交
通
法
へ
の
対
応
に

つ
い
て

つ
い
て

　

人
口
減
少
等
に
よ
る
長
期
的
な
利

用
者
の
落
ち
込
み
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
交
通
を
取

り
巻
く
環
境
は
年
々
悪
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
２
０
２
３
年
10
月
に
改
正
地
域

交
通
法
が
施
行
さ
れ
、
持
続
可
能
な

地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
実

効
性
の
あ
る
議
論
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
真
に
持

続
可
能
な
交
通
体
系
を
構
築
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク

ス
の
観
点
か
ら
、
地
域
公
共
交
通
を

「
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」し
、
鉄
道
か
ら
バ
ス

等
へ
の
モ
ー
ド
転
換
や
上
下
分
離
方

式
を
は
じ
め
と
す
る
公
有
民
営
方
式

の
導
入
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
・
横

断
的
な
交
通
政
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨

年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
地
域
交

通
法
に
対
す
る
県
の
認
識
と
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

【
企
画
振
興
部
長
答
弁
】改
正
地
域
交

通
法
は
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
自

治
体
や
交
通
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

様
々
な
主
体
が
連
携
し
て
、
地
域
公

共
交
通
の
再
構
築
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
機
関

の
運
賃
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
保
護

の
観
点
か
ら
一
定
の
規
制
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
今
改
正
で
は
地
域
の

関
係
者
間
の
協
議
に
よ
り
、
鉄
道
と

バ
ス
の
共
通
運
賃
や
通
算
で
の
割
引

き
運
賃
等
の
柔
軟
な
運
賃
設
定
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
災
害
対
策
と
し
て

は
、
県
内
６
か
所
の
駅
に
お
け
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
等
の
設
置

に
加
え
、
別
府
駅
の
耐
震
化
に
つ
い

て
も
、
国
と
県
で
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
電
気

料
金
に
つ
い
て
は
、
低
圧
・
高
圧
契

約
は
、
大
企
業
も
含
め
国
が
負
担
軽

減
策
を
実
施
し
て
お
り
、
特
別
高
圧

契
約
に
つ
い
て
も
、
国
の
責
任
に
お

い
て
全
国
一
律
の
対
策
を
講
じ
る
よ

う
、
全
国
知
事
会
を
通
じ
て
提
言
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
様
々
な

分
野
と
連
携
し
て
、
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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